
２０１３年（平成２５年）

月１日号

No.908
３３３３

◆巻頭

東日本大震災から２年　写真とともに振り返る復興への歩み

◆健康

陸前高田市健康調査の結果を分析

◆巻末

派遣職員紹介～ 稲田利徳さん ( 名古屋市 ) ～

　安倍晋三内閣総理大臣が２月９日来高し、本市の現状を視察するとと

もに、戸羽市長や市民から一日も早く復興が実現されるよう、要望を受

けました。安倍首相は、雪が舞う厳しい寒さの中、はじめに追悼施設の

慰霊碑の前で献花を行った後、都市計画の概要の説明を受け、その後高

田西地区に移動し、復興整備造成工事のもようを視察。午後には、滝の

里仮設住宅を訪問し、入居者と約３０分間懇談を行いました。

安倍首相が高田西地区と仮設住宅を視察安倍首相が高田西地区と仮設住宅を視察



２０１３年（平成２５年）　３月１日号　②

◆
11
日　

午
後
２
時
46
分
、
震
度
６
弱
の
大
地
震
発
生
。
10
ｍ
を
超
え
る
大
津

　

波
が
沿
岸
部
を
襲
う
。

◆
13
日　

米
崎
コ
ミ
セ
ン
で
県
立
高
田
病
院
が
診
療
開
始
。

◆
14
日　

災
害
対
策
本
部
周
辺
で
復
電
。

◆
18
日　

広
報
り
く
ぜ
ん
た
か
た
臨
時
号
発
行
開
始
。

◆
20
日　

住
民
票
の
発
行
と
、
死
亡
届
の
受
理
開
始
。

◆
21
日　

自
衛
隊
が
入
浴
サ
ー
ビ
ス
（
ね
ぶ
た
の
湯
）
開
始
。

◆
26
日　

仮
設
住
宅
入
居
申
込
受
付
開
始
。

◆
27
日　

無
料
ガ
ソ
リ
ン
供
給
を
実
施
（
～
29
日
）。

 

◆
２
日　

菅
直
人
内
閣
総
理
大
臣
来
訪
。

◆
３
日　

災
害
対
策
本
部
で
固
定
電
話
復
旧
。

◆
５
日　

最
初
の
仮
設
住
宅
抽
選
会
。
戸
籍
謄
・
抄
本
を
発
行
。

◆
６
日　

全
国
の
保
健
師
チ
ー
ム
が
各
戸
を
訪
問
（
～
18
日
）。

◆
７
日　

午
後
11
時
32
分
、
震
度
６
弱
の
地
震
発
生
。
日
弁
連
会
長
来
訪
。

◆
８
日　

第
一
中
学
校
の
仮
設
住
宅
に
入
居
が
始
ま
る
。
お
お
ふ
な
と
さ
い　

　

が
い
Ｆ
Ｍ
で
、
市
の
情
報
発
信
を
開
始
。

◆
11
日　

震
災
か
ら
一
カ
月
。
地
震
発
生
の
午
後
２
時
46
分
に
黙
と
う
。

◆
14
日　

シ
ド
ニ
ー
五
輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト
高
橋
尚
子
さ
ん
来
訪
。
亀
井
静
香
国

　

民
新
党
代
表
来
訪
。

◆
15
日　

一
部
保
育
所
（
園
）
で
保
育
を
再
開
。

◆
16
日　

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
。
大
畠
章
宏
国
土
交
通
大
臣
、
山
口

　

那
津
男
公
明
党
代
表
来
訪
。

◆
17
日　

松
本
龍
復
興
担
当
大
臣
来
訪
。
滋
賀
県
東
近
江
市
よ
り
、
図
書
館
車
、

　

図
書
五
千
冊
、
市
長
車
寄
贈
。

◆
20
日　

岩
手
県
交
通
が
市
内
四
路
線
で
バ
ス
運
行
を
開
始
。

◆
22
日　

「
が
ん
ば
ろ
う
陸
前
高
田
給
油
所
」
オ
ー
プ
ン
。
派
遣
職
員
第
一
陣
の

　

着
任
式
。
韓
国
の
超
新
星
が
来
訪
。

◆
26
日　

震
災
後
初
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
設
置
を
実
現
し
、
陸
前
高
田
郵
便
局
が
開
局
。

◆
27
日　

り
災
証
明
書
発
行
開
始
。 

◆
30
日　

消
防
団
解
団
式
。
森
昌
子
さ
ん
来
訪
。

 

◆
７
日　

志
位
和
夫
日
本
共
産
党
委
員
長
来
訪
。

◆
９
日　

横
路
孝
弘
衆
議
院
議
長
来
訪
。

◆
10
日　

市
内
の
一
部
で
水
道
が
復
旧
。

◆
12
日　

派
遣
職
員
受
け
入
れ
式
。

◆
13
日　

河
村
た
か
し
名
古
屋
市
長
来
訪
。

◆
15
日　

滝
沢
秀
明
さ
ん
来
訪
。

◆
16
日　

災
害
対
策
本
部
か
ら
一
部
機
能
を
市
役
所
第
一
仮
庁
舎
に
移
転
。

◆
22
日　

王
貞
治
さ
ん
来
訪
。

◆
24
日　

住
民
異
動
届
（
転
出
入
、
転
居
な
ど
）
の
受
付
開
始
。

◆
26
日　

小
林
幸
子
さ
ん
来
訪
。

◆
28
日　

玄
葉
光
一
郎
民
主
党
政
調
会
長
来
訪
。

◆
31
日　

小
笠
原
満
男
選
手
来
訪
。

 

◆
１
日　

渡
邉
美
樹
参
与
に
委
嘱
状
交
付
。

◆
２
日　

高
田
高
校
卓
球
部
男
子
が
29
年
ぶ
り
に
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
の
快
挙
。

◆
５
日　

㈶
日
本
相
撲
協
会
慰
問
（
横
綱
白
鵬
の
土
俵
入
り
な
ど
）。

◆
21
日　

大
阪
市
水
道
局
給
水
業
務
終
了
。 

◆
23
日　

菅
野
美
穂
さ
ん
来
訪
。

◆
30
日　

市
内
全
域
で
水
道
が
復
旧
。

 

◆
５
日　

宇
宙
飛
行
士
毛
利
衛
さ
ん
来
訪
。

◆
10
日　

岡
田
克
也
民
主
党
幹
事
長
来
訪
。
気
仙
大
橋
開
通
式
。

◆
18
日　

坂
本
龍
一
さ
ん
来
訪
。

◆
20
日　

自
衛
隊
撤
退
式
。

◆
25
日　

県
立
高
田
病
院
が
仮
設
診
療
所
で
診
療
開
始
。

◆
29
日　

日
赤
救
護
所
閉
鎖
式
。

 

◆
１
日　

久
保
田
崇
副
市
長
に
辞
令
交
付
。
各
種
手
数
料
の
徴
収
開
始
。
復
幸

　

応
援
セ
ン
タ
ー
開
所
。

◆
４
日　

㈱
マ
イ
ヤ
滝
の
里
店
オ
ー
プ
ン
。

◆
７
日　

う
ご
く
七
夕
ま
つ
り
、
気
仙
町
け
ん
か
七
夕
ま
つ
り
開
催
。
岩
手
県

　

医
師
会
高
田
診
療
所
開
所
式
。
西
條
廣
議
長
死
去
。

◆
８
日　

第
一
回
復
興
計
画
策
定
検
討
委
員
会
開
催
。
ゆ
ず
ラ
イ
ブ
開
催
。

◆
12
日　

最
後
の
避
難
所
と
な
っ
た
第
一
中
学
校
絆
の
丘
閉
所
。

◆
15
日　

気
仙
川
川
開
き
開
催
。

◆
16
日　

中
里
長
門
前
市
長
死
去
。

◆
19
日　

ド
リ
ー
ム
ズ
・
カ
ム
・
ト
ゥ
ル
ー
ラ
イ
ブ
開
催
。

◆
27
日　

復
興
ま
ち
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
開
催（
～
28
日
）。
新
矢
作
小
学
校
開
校
式
。

平
成
23
年

振り返る 復興への歩み

東日本大震災から２年

  
３
月

  

４
月

  

５
月

  

６
月

  

７
月

  

８
月

振り返る 復興への歩み



③

◆
29
日　

第
二
回
復
興
計
画
策
定
検
討
委
員
会
開
催
。

◆
30
日　

保
健
師
チ
ー
ム
撤
退
。

 

◆
１
日　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
通
常
業
務
再
開
。

◆
４
日　

陸
前
高
田
市
議
会
議
員
選
挙
告
示
。

◆
10
日　

野
田
佳
彦
内
閣
総
理
大
臣
、
平
野
達
男
復
興
担
当
大
臣
来
訪
。
復
興

　

の
湯
終
了
式
。

◆
11
日　

岩
手
県
知
事
選
挙
、
岩
手
県
議
会
議
員
選
挙
、
陸
前
高
田
市
議
会
議

　

員
選
挙
投
開
票
。

◆
12
日　

陸
前
高
田
市
議
会
議
員
選
挙
当
選
証
書
授
与
式
。

◆
15
日　

岩
手
日
野
自
動
車
よ
り
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
寄
贈
。

◆
16
日　

憲
仁
親
王
妃
久
子
殿
下
来
訪
。

◆
18
日　

中
村
憲
剛
選
手
来
訪
。

◆
26
日　

第
三
回
復
興
計
画
策
定
検
討
委
員
会
開
催
。
第
一
回
復
興
ま
ち
づ
く

　

り
を
語
る
会
開
催
（
全
三
回
）。

 

◆
１
日　

鹿
野
道
彦
農
林
水
産
大
臣
来
訪
。
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
で
陸
前
高
田
太
鼓

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
。

◆
９
日　

黒
崎
神
社
例
祭
。

◆
16
日　

サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
前
監
督
岡
田
武
史
さ
ん
来
訪
。

◆
17
日　

震
災
復
興
計
画
（
素
案
）
地
区
住
民
説
明
会
（
全
十
一
回
）
ス
タ
ー
ト
。

◆
22
日　

東
日
本
大
震
災
・
合
同
慰
霊
祭
。

◆
23
日　

市
消
防
慰
霊
祭
。

◆
28
日　

第
八
椿
丸
進
水
式
。

◆
30
日　

生
出
木
炭
ま
つ
り
。

◆
１
日　

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
仮
設
店
舗
一
号
店
オ
ー
プ
ン
。

◆
２
日　

大
阪
府
羽
曳
野
市
よ
り
、
給
水
車
・
消
防
車
寄
贈
。

◆
６
日　

在
京
陸
前
高
田
人
会
開
催
。
桜
ラ
イ
ン
３
．
11
第
一
回
植
樹
。

◆
９
日　

森
山
良
子
さ
ん
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
。

◆
12
日　

に
じ
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
開
館
式
。

◆
19
日　

市
職
員
慰
霊
祭
。

◆
20
日　

小
林
幸
子
さ
ん
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
。

◆
25
日　

陸
前
高
田
こ
ど
も
図
書
館
「
ち
い
さ
い
お
う
ち
」
開
館
式
。

 

◆
10
日　

陸
前
高
田
災
害
エ
フ
エ
ム
開
局
。
３
．
11
希
望
の
灯
り
竣
工
式
。

◆
11
日　

戦
没
者
追
悼
式
。

◆
20
日　

大
阪
府
高
槻
市
寄
贈
の
消
防
車
両
納
車
式
。

王貞治さんが小友小で野球指導（Ｈ２３．５．２２）

自衛隊撤退式（Ｈ２３．７．２０）

復興まちづくりイベントに２日間で１７,５００人（Ｈ２３．８．２７、２８）

野田総理が旧市街地を視察（Ｈ２３．９．１０）

震災復興計画（素案）地区住民説明会（Ｈ２３．１０．１７～）

写真とともに

  
９
月

  

10
月

  

11
月

  

12
月

写真とともに



２０１３年（平成２５年）　３月１日号　④

◆
３
日　

小
沢
一
郎
民
主
党
元
代
表
来
訪
。

◆
４
日　

消
防
団
長
に
大
坂
淳
さ
ん
が
就
任
。
公
募
し
て
い
た
市
の
キ
ャ
ラ
ク

　

タ
ー
が
「
た
か
た
の
ゆ
め
ち
ゃ
ん
」
に
決
定
。

◆
８
日　

平
成
24
年
成
人
式
。

◆
17
日　

河
村
た
か
し
名
古
屋
市
長
来
訪
。

◆
18
日　

名
古
屋
市
よ
り
、
救
急
車
寄
贈
。

◆
25
日　

ワ
タ
ミ
タ
ク
シ
ョ
ク
・
陸
前
高
田
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
竣
工
式
。

 

◆
１
日　

県
立
高
田
病
院
仮
設
病
棟
開
設
。

◆
４
日　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
所
式
。

◆
10
日　

復
興
庁
が
発
足
。

◆
21
日　

奇
跡
の
一
本
松
記
念
貨
幣
発
行
を
発
表
。

◆
26
日　

県
立
高
田
病
院
合
同
追
悼
式
。

◆
28
日　

在
日
米
国
大
使
ジ
ョ
ン
・
ル
ー
ス
氏
来
訪
。

 

◆
２
日　

市
復
興
事
業
協
力
協
定
事
業
調
印
式
。

◆
４
日　

市
消
防
団
団
旗
授
与
式
。
谷
垣
禎
一
自
民
党
総
裁
来
訪
。

◆
５
日　

い
わ
て
三
陸
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所
開
設
。

◆
９
日　

ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
業
務
再
開
。

◆
11
日　

岩
手
県
・
陸
前
高
田
市
合
同
追
悼
式
。

◆
12
日　

た
か
た
の
ゆ
め
ち
ゃ
ん
お
披
露
目
。

◆
17
日　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
調
印
式
。

◆
22
日　

高
田
幹
部
交
番
、
竹
駒
町
の
仮
設
庁
舎
に
移
転
。

 

◆
２
日　

山
田
市
雄
教
育
長
に
辞
令
交
付
。

◆
９
日　

小
林
製
薬
よ
り
、
給
食
コ
ン
テ
ナ
車
寄
贈
。

◆
13
日　

宮
川
大
助
・
花
子
さ
ん
来
訪
。

◆
26
日　

国
営
防
災
メ
モ
リ
ア
ル
公
園
を
陸
前
高
田
市
に
誘
致
す
る
会
設
立
総
会
。

 

◆
１
日　

東
日
本
大
震
災
殉
職
消
防
団
員
叙
勲
等
伝
達
式
・
市
長
表
彰
授
与
式
。

◆
３
日　

高
田
松
原
・
一
本
松
作
品
展
（
～
５
日
）。

◆
５
日　

千
昌
夫
・
新
沼
謙
治
ラ
イ
ブ
。

◆
13
日　

氷
上
山
山
開
き
。

◆
22
日　

陸
前
高
田
ま
ち
づ
く
り
協
働
セ
ン
タ
ー
開
設
。

◆
23
日　

立
教
大
学
と
の
連
携
、
交
流
に
関
す
る
協
定
調
印
式
。

◆
24
日　

藤
原
紀
香
さ
ん
来
訪
。

◆
26
日　

平
野
達
男
復
興
担
当
大
臣
が
来
訪
。

◆
30
日　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
開
催
。

 

◆
２
日　

高
田
大
隅
つ
ど
い
の
丘
商
店
街
オ
ー
プ
ン
。

◆
４
日　

図
書
館
ゆ
め
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
。

◆
11
日　

平
野
博
文
文
部
科
学
大
臣
来
訪
。

◆
17
日　

羽
田
雄
一
郎
国
土
交
通
大
臣
来
訪
。

◆
27
日　

岩
手
県
と
災
害
公
営
住
宅
整
備
事
業
に
係
る
覚
書
締
結
調
印
式
。

◆
30
日　

郡
司
彰
農
林
水
産
大
臣
来
訪
。

 

◆
１
日　

工
藤
公
康
さ
ん
来
訪
。
移
動
図
書
館
車
寄
贈
式
。

◆
５
日　

市
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
開
設
。

◆
15
日　

舞
出
橋
開
通
式
。

◆
18
日　

河
村
た
か
し
名
古
屋
市
長
来
訪
。

◆
26
日　

ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
気
仙
町
け
ん
か
七
夕
太
鼓
が
出
演
。

◆
28
日　

旧
矢
作
小
学
校
無
料
簡
易
宿
泊
所
オ
ー
プ
ン
。

◆
29
日　

在
道
陸
前
高
田
人
会
開
催
。
安
住
淳
財
務
大
臣
来
訪
。

 

◆
１
日　

長
部
地
区
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
計
画
大
臣
同
意
書
手
交
式
。

◆
４
日　

平
野
達
男
復
興
担
当
大
臣
が
来
訪
。
グ
ラ
ン
パ
フ
ァ
ー
ム
お
披
露
目
会
。

◆
７
日　

う
ご
く
七
夕
ま
つ
り
、
気
仙
町
け
ん
か
七
夕
ま
つ
り
。

◆
13
日　

間
寛
平
さ
ん
、
市
内
を
力
走
。

◆
15
日　

ロ
ン
ド
ン
五
輪
柔
道
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
平
岡
拓
晃
選
手
・
杉
本
美
香
選
手
来
訪
。

◆
18
日　

陸
前
高
田
若
興
人
祭
。

 

◆
２
日　

水
防
演
習
。

◆
９
日　

ツ
ー
ル
・
ド
・
三
陸
サ
イ
ク
リ
ン
グ
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
２
in
り
く

　

ぜ
ん
た
か
た
開
催
。
た
か
た
の
ゆ
め
ち
ゃ
ん
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
発
表
。

◆
12
日　

「
奇
跡
の
一
本
松
」
保
存
事
業
安
全
祈
願
神
事
。

◆
15
日　

県
立
高
田
高
等
学
校
災
害
復
旧
事
業
着
工
式
。

◆
23
日　

細
野
豪
志
環
境
大
臣
来
訪
。

  
１
月

  

２
月

  

３
月

  

４
月

  

５
月

  

６
月

  

７
月

  

８
月

  

９
月

振り返る 復興への歩み

東日本大震災から２年

振り返る 復興への歩み

平
成
24
年



⑤

◆
25
日　

高
田
地
区
海
岸
復
旧
工
事
安
全
祈
願
祭
。

◆
26
日　

高
田
今
泉
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
認
可
書
交
付
式
。

 

◆
15
日　

土
地
利
用
計
画
説
明
会
（
～
16
日
）

◆
21
日　

全
国
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。

◆
28
日　

生
出
木
炭
ま
つ
り
・
横
田
あ
ゆ
の
里
ま
つ
り
。

◆
30
日　

な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
佐
々
木
則
夫
監
督
来
訪
。

 

◆
１
日　

海
外
広
報
員
（
ア
ミ
ア
・
ミ
ラ
ー
氏
）
委
嘱
状
交
付
。

◆
４
日　

産
業
ま
つ
り
。

◆
10
日　

市
旧
庁
舎
お
別
れ
式
。

◆
11
日　

在
京
陸
前
高
田
人
会
開
催
。
秋
季
消
防
演
習
。

◆
14
日　

オ
リ
ジ
ナ
ル
米
の
名
称
が
「
た
か
た
の
ゆ
め
」
に
決
定
。

◆
17
日　

羽
田
雄
一
郎
国
土
交
通
大
臣
来
訪
。

◆
21
日　

高
田
西
地
区
復
興
整
備
造
成
工
事
安
全
祈
願
祭
。

◆
１
日　

仮
設
市
立
図
書
館
開
館
。

◆
12
日　

坂
本
龍
一
さ
ん
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
。

◆
16
日　

衆
議
院
議
員
総
選
挙
投
票
日
。

◆
19
日　

秋
篠
宮
殿
下
妃
殿
下
来
訪
。

◆
23
日　

市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
閉
所
式
。

◆
24
日　

高
田
地
区
・
今
泉
地
区
整
地
工
事
安
全
祈
願
祭
。

◆
４
日　

「
た
か
た
の
ゆ
め
ち
ゃ
ん
」
に
特
別
住
民
票
交
付
。

◆
６
日　

消
防
出
初
式
。

◆
13
日　

平
成
25
年
成
人
式
。

◆
18
日　

東
日
本
大
震
災
追
悼
施
設
開
所
式
。

◆
20
日　

根
本
匠
復
興
担
当
大
臣
来
訪
。

◆
25
日　

海
江
田
万
里
民
主
党
代
表
来
訪
。

◆
26
日　

林
芳
正
農
林
水
産
大
臣
来
訪
。

 

◆
１
日　

デ
マ
ン
ド
交
通
出
発
式
。

◆
６
日　

三
陸
沿
岸
道
路
起
工
式
。

◆
９
日　

安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
来
訪
。

◆
15
日　

東
日
本
大
震
災
犠
牲
者
無
縁
墓
地
開
眼
供
養
及
び
慰
霊
碑
除
幕
式
。

◆
22
日　

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
及
び
関
連
道
路
整
備
事
業
起
工
式
。

陸前高田災害ＦＭ開局。（Ｈ２３．１２．１０）

たかたのゆめちゃんお披露目（Ｈ２４．３.１２）

奇跡の一本松保存事業を開始（Ｈ２４．９.１２）

２年ぶりの全国太鼓フェスティバル（Ｈ２４．１０．２１）

岩手県・陸前高田市合同追悼式（Ｈ２４．３．１１）

  
10
月

  

11
月

  

12
月

平
成
25
年

  

１
月

  

２
月

写真とともに写真とともに



２０１３年（平成２５年）　３月１日号　⑥

健康 不眠予備軍 不眠症の疑い

全国調査

陸前高田市

０％ ５０％ １００％

５０．６％ ２０．９％ ２８．５％

４０．０％ ２２．０％ ３８．０％

０～４点 ５～９点 １０～１２点 １３点以上

全国調査

陸前高田市

０％ ５０％ １００％

７２．０％ ２０．０％

５．０％ ３．０％

５８．７％ ２８．６％

７．１％ ５．６％

平成２２年 平成２３年
０

１０

２０

３０

４０

５０

６０

７０

８０

７３．１ ７４．８

平成２２年 平成２３年
０

１０

２０

３０

４０

３１．７６
３３．３４

平成２２年 平成２３年
0.00

10.00

20.00

30.00
２０．７０

２２．０４

健康 不眠予備軍 不眠症の疑い

全国調査

陸前高田市

０％ ５０％ １００％

５０．６％ ２０．９％ ２８．５％

４０．０％ ２２．０％ ３８．０％

０～４点 ５～９点 １０～１２点 １３点以上

全国調査

陸前高田市

０％ ５０％ １００％

７２．０％ ２０．０％

５．０％ ３．０％

５８．７％ ２８．６％

７．１％ ５．６％

平成２２年 平成２３年
０

１０

２０

３０

４０

５０

６０

７０

８０

７３．１ ７４．８

平成２２年 平成２３年
０

１０

２０

３０

４０

３１．７６
３３．３４

平成２２年 平成２３年
0.00

10.00

20.00

30.00
２０．７０

２２．０４

　

６
点
以
上
の
場
合
に
は
、
不
眠

症
の
疑
い
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
陸
前
高
田
市
で
は
38
．
０

％
の
人
が
６
点
を
超
え
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。　

不
眠
予

備
群
（
４
点
以
上
の
人
）
を
含
め

る
と
、
６
割
の
人
が
睡
眠
の
問
題

を
抱
え
て
い
る
よ
う
で
す
。 

（健康安全 ･ 危機管理対策総合研

究事業）

『岩手県における東日本大震災被

災者の支援を目的とした大規模

コホート研究』

《事務局》 〒０２８－３６９４

岩手県紫波郡矢巾町西徳田２－１－１

岩手医科大学医学部衛生学公衆

衛生学講座

TEL ０１９－９０８－８００７

FAX ０１９－９０８－８００８

　

13
点
以
上
の
人
が
５
．
６
％
い

ま
し
た
。
13
点
以
上
の
場
合
、
心

の
健
康
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、

４
割
以
上
の
人
が
５
点
以
上
に
な

っ
て
お
り
、
や
や
心
の
元
気
が
失

わ
れ
て
い
る
状
態
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
全
国
調
査
と
比

べ
て
も
、
心
の
元
気
さ
が
心
配
さ

れ
る
結
果
で
す
。

　

詳
し
く
調
べ
た
と
こ
ろ
、
男
性

よ
り
女
性
の
方
が
、
睡
眠
や
心
の

元
気
さ
に
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
若

い
人
ほ
ど
心
の
元
気
さ
に
問
題
を

抱
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。

　

仕
事
を
失
っ
た
人
や
経
済
的

な
暮
ら
し
向
き
が
「
苦
し
い
」

と
答
え
た
人
の
中
で
は
、
こ
う

し
た
問
題
が
多
い
よ
う
で
す
。

皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る
た
め
に

厚生労働科学研究費補助金

も
、
生
活

再
建
に
向

け
た
取
り

組
み
が
大

切
で
あ
る

と
改
め
て

確
認
で
き

ま
し
た
。

日
ご
ろ
の
健
康
増
進
に
生
か
し
ま
し
ょ
う

陸
前
高
田
市
健
康
調
査
の
結
果
を
分
析

　

本
市
と
岩
手
医
科
大
学
は
、
共
同
で
東
日
本
大
震
災
被
災
者
健
康
調
査
（
略
称
…
被
災
者
健
診
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
二
十
三
年

十
月
三
日
か
ら
十
二
月
十
六
日
と
、
平
成
二
十
四
年
二
月
一
日
か
ら
二
日
の
健
診
結
果
よ
り
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

睡
眠
と
心
の
元
気
さ
に
つ
い
て

■
不
眠
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
人
の
割
合
は
全
国
平
均
よ
り
高
め

■
４
割
以
上
の
人
が
心
の
元
気
が
失
わ
れ
て
い
る
と
い
う
結
果
に

被災地受診者と全国のアテネ不眠尺度（ＡＩＳ）得点分布の比較

＊インターネット調査・職場調査Ｎ＝１万４２４人（Sleep Medicine ２００５：６（1）：５－１３）

被災地受診者と全国の心の元気さ得点分布の比較

＊全国から多段無作為抽出された２０歳以上の住民２０００名（回答１１８３名）川上他：２００７

「アテネ不眠尺度（ＡＩＳ）」

と呼ばれるものを使って、

皆さんの睡眠の状態を調べ

ました。

こころの元気さを「Ｋ６」

と呼ばれるものさしで比較

しました。

陸
前
高
田
市
健
康
調
査
の
結
果
を
分
析



⑦

健康 不眠予備軍 不眠症の疑い

全国調査

陸前高田市

０％ ５０％ １００％

５０．６％ ２０．９％ ２８．５％

４０．０％ ２２．０％ ３８．０％

０～４点 ５～９点 １０～１２点 １３点以上

全国調査

陸前高田市

０％ ５０％ １００％

７２．０％ ２０．０％

５．０％ ３．０％

５８．７％ ２８．６％

７．１％ ５．６％

平成２２年 平成２３年
０

１０

２０

３０

４０

５０

６０

７０

８０

７３．１ ７４．８

平成２２年 平成２３年
０

１０

２０

３０

４０

３１．７６
３３．３４

平成２２年 平成２３年
0.00

10.00

20.00

30.00
２０．７０

２２．０４

健康 不眠予備軍 不眠症の疑い

全国調査

陸前高田市

０％ ５０％ １００％

５０．６％ ２０．９％ ２８．５％

４０．０％ ２２．０％ ３８．０％

０～４点 ５～９点 １０～１２点 １３点以上

全国調査

陸前高田市

０％ ５０％ １００％

７２．０％ ２０．０％

５．０％ ３．０％

５８．７％ ２８．６％

７．１％ ５．６％

平成２２年 平成２３年
０

１０

２０

３０

４０

５０

６０

７０

８０

７３．１ ７４．８

平成２２年 平成２３年
０

１０

２０

３０

４０

３１．７６
３３．３４

平成２２年 平成２３年
0.00

10.00

20.00

30.00
２０．７０

２２．０４

健康 不眠予備軍 不眠症の疑い

全国調査

陸前高田市

０％ ５０％ １００％

５０．６％ ２０．９％ ２８．５％

４０．０％ ２２．０％ ３８．０％

０～４点 ５～９点 １０～１２点 １３点以上

全国調査

陸前高田市

０％ ５０％ １００％

７２．０％ ２０．０％

５．０％ ３．０％

５８．７％ ２８．６％

７．１％ ５．６％

平成２２年 平成２３年
０

１０

２０

３０

４０

５０

６０

７０

８０

７３．１ ７４．８

平成２２年 平成２３年
０

１０

２０

３０

４０

３１．７６
３３．３４

平成２２年 平成２３年
0.00

10.00

20.00

30.00
２０．７０

２２．０４

　

被
災
者
健
診
の
受
診
者
の
う
ち
、
平
成

二
十
二
年
度
の
特
定
健
診
を
受
診
し
た
人

が
、
１
６
６
６
人
い
ま
し
た
。
そ
の
人
た
ち

が
震
災
前
と
震
災
後
で
、
健
康
状
態
が
ど
の

よ
う
に
変
化
し
て
い
る
の
か
を
検
討
し
ま
し

た
。

　

そ
の
結
果
、
本
市
の
傾
向
と
し
て
拡
張
期

血
圧
が
、
震
災
後
に
や
や
高
く
な
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
血
圧
の
変
化
に
つ

い
て
、
今
後
慎
重
に
見
守
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

肝
臓
の
状
態
を
表
す
γ
‐
Ｇ
Ｔ
Ｐ
、
Ａ
Ｌ

Ｔ
（
Ｇ
Ｐ
Ｔ
）
と
い
う
数
値
が
上
昇
し
て
お

り
、
肝
機
能
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
震
災
後
に
お
酒
を
飲
む
量
が
増

え
て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

血
圧
が
高
い
人
は
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞

な
ど
に
な
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

血
圧
を
低
く
す
る
生
活
習
慣
を
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

　

食
塩
を
減
ら
す
こ
と
も
重
要
で
す
が
、
他

に
も
改
善
で
き
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？

・
毎
日
30
分
早
歩
き
を
す
る
…
５m

m
H
g

低

く
で
き
る
か
も
！

・
１
日
の
お
酒
の
量
を
瓶
ビ
ー
ル
を
１
本
減

ら
す
…
約
４m

m
H
g

、
低
く
で
き
る
か
も
！

・
肥
満
の
あ
る
人　

体
重
を
１
㎏
減
ら
す
…

１m
m

H
g

低
く
で
き
る
か
も
！

　　

心
配
ご
と
や
悩
み
ご
と
が
あ
る
と
寝
つ
き

が
悪
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
布
団
に
入

っ
て
、
あ
れ
こ
れ
考
え
が
巡
っ
て
眠
れ
な
く

な
っ
て
き
て
し
ま
う
場
合
に
は
、
い
っ
た
ん

床
を
出
て
み
ま
し
ょ
う
。
床
に
つ
い
て
も
眠

れ
な
い
と
い
う 

、
つ
ら
い
体
験
が
重
な
る

と
、「
今
夜
も
ま
た
眠
れ
な
い
の
か
な
」
と

い
う
心
配
か
ら
、
眠
ろ
う
と
し
て
も
か
え
っ

て
目
が
覚
め
て
し
ま
う
と
い
う
悪
循
環
に
陥

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
10
分
以
上
（
高
齢
者

で
は
20
分
以
上
）
眠
れ
な
か
っ
た
ら
、
床
か

ら
離
れ
て
自
分
な
り
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
法
を
試

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
眠
気
を
感
じ
て
か
ら

も
う
一
度
、
布
団
に
入
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。 

　　　

日
本
で
は
「
眠
れ
な
い
と
き
に
お
酒
を
飲

む
」
と
い
う
人
が
、
諸
外
国
と
比
べ
て
多
い

こ
と
が 

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
諸
外
国
で

は
多
く
の
人
が
「
眠
れ
な
い
と
き
に
お
酒
を

飲
む
」
の
で
は
な
く
、「
眠
れ
な
い
か
ら
医

療
機
関
を
受
診
す
る
」
と
い
う
対
策
を
選
ぶ

よ
う
で
す
。
皆
さ
ん
の
中
に
は 

睡
眠
薬
に

つ
い
て
、
な
ん
と
な
く
悪
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ

る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

睡
眠
薬
は
ア
ル
コ
ー
ル
に
比
べ
依
存
性
が
少

な
く
、
安
全
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。
眠
れ
な
い
日
が
続
い
た
ら
、
医
療
機
関

に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

規
則
正
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
は
、
と
て

も
大
切
で
す
。
し
か
し
無
理
に
毎
晩
同
じ
時

間
に
寝
よ
う
と
頑
張
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
自
然
に
寝
つ
く
こ
と
が
で
き

る
時
刻
は
、
日
中
の
活
動
量
や
季
節
に
よ
っ

て
も
異
な
り
ま
す
。
就
床
時
刻
は
あ
く
ま
で

も
目
安
で
あ
り
、
そ
の
日
の
眠
気
に
応
じ
て

眠
く
な
っ
て
か
ら
布
団
に
入
る
よ
う
に
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

「
長
く
寝
る
方
が
良
い
」、「
睡
眠
は
○
時

間
必
要
！
」
と
思
い
込
ん
で
い
る
人
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
必
要
な
睡
眠

時
間
は
個
人
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
高
齢

に
な
っ
て
く
る
と
、
睡
眠
時
間
が
短
く
な
っ

て
き
ま
す
。
日
中
の
生
活
に
睡
眠
の
問
題
が

生
じ
て
い
な
け
れ
ば
、
あ
ま
り
睡
眠
時
間
の

長
さ
に
こ
だ
わ
ら
な
く
て
も
良
い
よ
う
で

す
。 

　

寝
る
４
時
間
前
か
ら
は 

カ
フ
ェ
イ
ン
（
コ

ー
ヒ
ー
、
紅
茶
、
緑
茶
、
コ
ー
ラ
、
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
、
コ
コ
ア
な
ど
）
を
摂
取
し
な
い
よ

う
に
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
寝
る

直
前
に
熱
い
お
風
呂
に
入
る
と
、
寝
つ
き
が

妨
げ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
程
よ
い
温
度

（
39
～
40
℃
）
で
短
時
間
の
入
浴
で
あ
れ
ば
、

寝
つ
き
が
良
く
な
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

血
圧
と
肝
機
能
に
つ
い
て

■
震
災
前
後
で
数
値
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
分
析

よ
り
良
い
眠
り
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

■
な
か
な
か
眠
れ
な
い
と
き
は

■
何
時
に
寝
た
ら
い
い
の
か

■
眠
れ
な
い
と
き
に
お
酒
を
飲
ん
で
い

　

る
人
へ

■
適
切
な
睡
眠
時
間
は

■
寝
る
前
に
気
を
付
け
る
こ
と
は

こ
の
結
果
は
、
今
後
の
健
康
施
策
な
ど
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

血 
圧

肝
機
能

東日本大震災前後の拡張期血圧の変化

γ‐ＧＴＰの変化

ＡＬＴ（ＧＰＴ）の変化

（mmHg）



２０１３年（平成２５年）　３月１日号　⑧

運動有・男

運動有・女

運動無・男

運動無・女

１００

５０

０
４０歳以下 ４０～７４歳以下 ７５歳以上 全　体

　毎日寒い日が続いていますが、室内に閉じこもっていませんか。

　国民健康栄養調査では、「１日３０分以上、週に２回以上、１年以上」の運動を継続している人を「運

動習慣あり」とし、平成２３年度は、意識的に運動する人の割合は、男性３５. ０％、女性２９. ２％であり、

１日の歩数は、男性７, ２３３歩、女性６, ４３７歩となっています。運動習慣のある人はやや増加、歩数

は女性でやや増加したものの横ばい傾向にあり、運動の意識は高いけれども実施されていないという状

況にあります。

　適度な運動は、①筋肉が鍛えられる②骨に適度な負荷がかかる③心肺機能が鍛えられる④血行が良く

なるなどの効果があり、内臓脂肪を減らし、生活習慣病の予防や体の若さを保つことにつながります。

　

　年齢ごとの運動習慣の有無は図１のとおりです。意識的に運動習慣のある人の割合は、男性２８. １％、

女性２２. ５％となっており、男性でやや多くなっています。年齢別には、７５歳以上でやや多くなって

います。

　健康づくりのために“運動が大切”と思ってもなかなか実施できない人が多いのではないでしょうか。

日常生活で活発に体を動かすことが健康づくりになります。まずは、「歩数」を増やすことから始めまし

ょう。“１日あたり８.０００～１０.０００歩”が健康づくりに必要な歩数です。毎日、こまめに体を動かす、

外歩き⇒散歩をするなど自分の生活に応じて歩数を増やしていきましょう。特に、「早歩き」は効果的です。

「早歩き」のポイントは、以下のとおりです。

①胸を張り、背筋を伸ばす　②視線は遠くに、あごは引く　③かかとから

着地する　④いつもより、歩幅は広めにとる　⑤腕は前後に大きく振る

　その日の天候や体調に応じて、持病のある人はかかりつけの医師に相談し、自分のペースで、季節を

感じながら少しずつ歩数を増やしてみませんか。

　早歩きする前後には、必ず準備体操や整理体操などで体をほぐし、水分補給も忘れないように気をつ

けましょう。

　詳しくは、健康推進課保健係（内線２４１）まで。

健診結果を生かした健康づくりをしましょう！！

健康への第一歩はウォーキング

●年齢ごとの運動習慣の有無（Ｈ２４年度特定健康診査より）

●健康づくりのための歩数は、１日８,０００～１０,０００歩

＜図１　特定健康診査（被災者健診）年齢毎の運動習慣の有無＞

健康への第一歩はウォーキング



⑨

　今年４月に施行される障害者総合支援法（※）では、障がい者の範囲が見直しになります。治療方法

が確立しておらず、症状の変動などにより、身体障害者手帳を取得できない難病の人々も、一定の障が

いがあると認められれば、居宅介護（ホームヘルプ）、短期入所（ショートステイ）、補装具や日常生活

用具の給付などを受けられるようになります。

　対象となる難病の種類は、現在特定疾患に認定されている５６疾病をはじめとする１３０疾病プラス

関節リウマチです。

【用語説明】

・居宅介護…自宅で、入浴、掃除、食事などの介護を行います。

・短期入所…自宅で介護する人が病気や旅行などで介護ができないときに、施設において入浴、排せ

　つ、食事などの介護を行います。

・補装具…車いす、歩行器などを購入、修理する際の費用の一部または全部を支給します。

・日常生活用具…自宅で使用する特殊ベッドや杖などの給付または貸与を行います。

　これらのサービスを受けるためには申請が必要です。申請には担当医の診断書または意見書を添付し

てください（料金が別途かかります）。また、居宅介護および短期入所の利用や、就労に向けた訓練を受

けられるサービスもありますので、社会福祉課に相談してください。審査会での認定審査が必要となり

ます。申請を受け付けてから、実際にサービスを利用できるまで、１カ月から長くて２カ月程度かかる

ことがありますので、早めの申請をお願いします。

　すでに介護保険の適用を受けて、同様のサービスを利用している人は、障害福祉サービスを受けるこ

とはできません。

　身体に障がいがある児童に対する医療費助成事業

「育成医療」は、現在、大船渡保健所で申請受付をし

ていますが、県からの権限移譲により４月からは市役

所で申請を受け付けます。

　岩手県では「害」という字の印象の悪さ、マイナス的なイメージから、人の状態を表す言葉につい

ては「障害」を「障がい」と表記しています。（例：障がい者、障がい者スポーツ）

　ただし、法律や制度上の名称、団体名や施設名などが漢字である固有名詞については、漢字で表記

しています。（例：障害者総合支援法、身体障害者手帳、障害者支援施設）

　市においても、これに準じて「障害」と「障がい」の両方を使用しています。

　詳しくは、社会福祉課障がい福祉係（内線２３１・２３２）まで。

「障害者自立支援法」が「障害者総合支援法」に

◆障害の「害」の字の表記について◆

４月から市役所で育成医療の受付開始

※新法の正式名称は、「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律」です。

「障害者自立支援法」が「障害者総合支援法」に
４月１日から



２０１３年（平成２５年）　３月１日号　⑩

　新年の輝かしい朝日を仰いだのがもう２カ月前。月日の流れは早いものだとつくづく感じるこの

ごろ、皆さんはいかがお過ごしでしょうか。

　長寿社会課内にある地域包括支援センターから、２回目となる認知症に関するお話です。地域包

括支援センターは、高齢者のなんでも相談窓口です。「もしかしたら認知症かな」と思い、相談に

訪れる人がいます。

　高齢者が、何となく様子がおかしい、わけのわからないことを言うなど、気になることがあると

きは、以下の手順を参考にしてみましょう。

①さりげなく変化を観察し、メモをしておきましょう。

②早めに病院に相談しましょう。（診断名によって治療方法が異なります）

※相談する時はメモしたものを見せて相談すると医師に伝わりやすいです。

※もし認知症だったら家族・親戚にも認知症の実情を伝えましょう。

　大切なものをなくしてはいけないと思ってどこかにしまい、そのまま忘れてしまうことが

あります。いざ使おうと思ったらそれがないので、「これはあやしい、誰かが盗んだに違いない」

と疑うのです。

　こういう場合は「私じゃないわよ」と言っても、「自分で盗ったと白状する盗人がいるはず

がない」となります。だから、「それは困ったね…じゃ一緒に探しましょ」と、一緒に探して

みましょう。

　もし見つかったときも、家族が見つけると「やっぱりあんたが盗んでいた」と言われてし

まいます。ですから、自分の手柄にはせず「このあたりかな」「あっちも探してみましょうか」

とうまい具合に導いて自分で見つけてもらうことが重要です。そして「あった、良かった」

と喜びを分かち合ってください。そうすれば、私が困っているのを助けてくれる人がいると

いう気持ち（感情）になり、安心できる居場所の確保ができます。

「認知症かな」と心配になったら、地

域包括支援センター（内線２０４）

に相談してください。

　医療、介護、福祉が一体となり互

いが球体の関わりによって、「顔の見

える関係」「心の見える関係」が醸成

され、さらには市民を巻き込んだ地

域一帯の活動「安心して暮らせるま

ちづくり」につながります。

介護 お茶のみばなし
②「認知症を理解する Ｎｏ．２」

【 妄想「財布を盗まれた」 】

ポイント 不安な感情を分かち合って味方になる

介護 お茶のみばなし



⑪

　岩手県医師会では、第一中学校体育館西側に診療所を開設しています。３月の診療日程は下表のとお

りです。

※１．子どもの精神的なサポートを目的として、県内外の専門医による「子どもの心のケア」の診療科

を開設しています。原則として事前予約制になりますので、当診療所に問い合わせください。

※２．診療科は、日によって異なります。また、都合で変更になる場合があります。

　詳しくは、高田診療所（☎５３－２１１０）まで。※診療日のみ通話可

●  第一中学校敷地内で診療しています ●

岩手県医師会高田診療所 ３月の診療日程岩手県医師会高田診療所

期　　日 診療（受付）時間 診　　　療　　　科

３月　７日（木）

３月　９日（土）

３月１０日（日）

３月１３日（水）

３月１４日（木）

３月１６日（土）

３月１７日（日）

３月２０日（水）

３月２１日（木）

３月２３日（土）

３月２４日（日）

３月２７日（水）

３月２８日（木）

３月３０日（土）

３月３１日（日）

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

内科系、外科系、小児科

内科系、小児科、心療内科、泌尿器科

内科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

外科系、小児科、皮膚科（要予約）

内科系、外科系、小児科

内科系、外科系、小児科、心療内科、子どもの心

内科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

内科系、小児科

内科系、外科系

内科系、小児科、泌尿器科、心療内科

内科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

外科系、皮膚科（要予約）

内科系、外科系、小児科

内科系、外科系、小児科、心療内科

内科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

内
線
２
３
１
・
２
３
２

連　載　⑥

フ
ク
シ
ア

　
　

だ
よ
り

フ
ク
シ
ア

　
　

だ
よ
り

フ
ク
シ
ア

　
　

だ
よ
り

フ
ク
シ
ア

　
　

だ
よ
り

✿
✿

✿

　

障
が
い
福
祉
に
関
す
る
情
報
を
、

フ
ク
シ
ア
の
花
言
葉
《
温
か
い
心
》

を
こ
め
て
お
届
け
す
る
こ
の
コ
ー
ナ

ー
。
本
年
度
最
後
の
今
回
は
、
障
が

い
者
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行

う
、
相
談
支
援
専
門
員
を
紹
介
し
ま

す
。

○
相
談
支
援
専
門
員
と
は

　

障
が
い
者
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、

ア
ド
バ
イ
ス
や
連
絡
、
日
程
調
整
な

ど
、
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
立
し
た
社
会
活
動
を
支
え

る
た
め
に
、
本
人
・
家
族
の
意
向
や

生
活
の
質
を
踏
ま
え
、
サ
ー
ビ
ス
利

用
計
画
の
作
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
高
田
町
大
隅
に
仮
設
事
務

所
を
構
え
る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
ま
ち

か
ど
相
談
室
リ
ン
ク
」
と
、
大
船
渡

市
盛
町
に
あ
る
「
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
星
雲
」
に
相
談
支
援
を
依
頼

し
て
い
ま
す
。

○
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド

　

ま
ち
か
ど
相
談
室
リ
ン
ク

　

昨
年
末
ま
で
は
、
二
人
体
制
で
し

た
が
、
一
月
か
ら
一
人
増
員
さ
れ
、

じ
っ
く
り
と
相
談
が
で
き
る
体
制
が

整
い
ま
し
た
。

　

聞
い
て
み
た
い
、
見
て
み
た
い
、

悩
ん
で
い
る
、
困
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
し

た
ら
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

（
近
江
相
談
支

援
専
門
員
よ

り
）

☎

５

５

ー

６
２
２
５

○
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
星
雲

　

障
が
い
者
の
相
談
支
援
の
ほ
か

に
、
ひ
き
こ
も
り
や
飲
酒
問
題
の

相
談
、
子
ど
も
に
関
す
る
相
談
に

も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

大
船
渡
に

あ
り
ま
す
が
、

訪
問
相
談
も

受
け
付
け
ま

す
。
手
話
の

で
き
る
相
談

員
も
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

（
佐
藤
所
長
よ
り
）
☎
２
１
ー

１
３
０
５

○
最
終
回
に
思
い
を
こ
め
て

　

社
会
福
祉
課
で
は
、
す
べ
て
の

人
が
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
た
め
の

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

全
六
回
の
連
載
で
し
た
が
、
温
か

い
心
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸

い
で
す
。
フ
ク
シ
ア
だ
よ
り
へ
の

問
い
合
わ
せ
は
次
の
と
お
り
で

す
。



２０１３年（平成２５年）　３月１日号　⑫

　詳しくは、ハローワーク大船渡就職支援ナビゲーター（☎２７－４１６５）まで。

３月の就職支援相談会

　東日本大震災被災者に対する介護保険サービス利用料の免除期間を平成２５年３月３１日までとして

いましたが、免除期間を平成２５年１２月３１日まで延長することになりましたので、お知らせします。

　なお、介護保険料にかかる減免は平成２４年９月３０日で終了しています。

　現在使用している免除証明書は、平成２５年３月３１日をもって終了になります。あらためて、新し

く有効期間が平成２５年４月１日から平成２５年１２月３１日までの免除証明書を発行します。

※現在免除証明書を持っている介護保険被保険者に、後日新しい免除証明書を郵送しますので、あらた

めて申請手続きを行う必要はありません。

　詳しくは、長寿社会課介護保険係（内線２０３）まで。

　東日本大震災により被災した陸前高田市国民健康保険・岩手県後期高齢者医療保険の被保険者は、現在、

医療機関などを受診した際に支払う一部負担金等が、医療保険者が発行した「一部負担金等免除証明書」

（以下「免除証明書」）を医療機関などに提示することにより支払いを免除されています。

　この免除の措置が平成２５年１２月３１日まで延長されることになりました。

　現在使用している免除証明書は、平成２５年３月３１日で無効となり、４月１日以降は新しく交付さ

れる免除証明書を医療機関などに提示することになりますので、ご注意願います。なお、現在、免除証

明書をお持ちの国民健康保険・後期高齢者医療保険加入者に、後日新しい免除証明書を郵送しますので、

あらためて申請手続きを行う必要はありません。ただし、いったん国民健康保険の資格を喪失後、国民

健康保険に再度加入した人は、あらためて申請手続きを行う必要があります。

▽変更になる点

・一部負担金の免除の終期

　平成２５年３月３１日　→　平成２５年１２月３１日

※陸前高田市国民健康保険・岩手県後期高齢者医療保険以外の健康保険の免除期間の延長措置は、加入

している医療保険者に問い合わせてください。

　詳しくは、健康推進課国保係（内線１４０、１４１）まで。

　ハローワークでは、下表のとおり就職支援ナビゲーターによる就職支援相談会を開催します。

この相談会での相談は、雇用保険受給者の失業認定申告書の「就職活動」に該当します。雇用保険

受給資格者証を持っている人は、提示をお願いします。

▽相談内容　就職相談、情報提供、雇用保険失業給付手続方法、または職業訓練受講給付金を受給

しながらの職業訓練の案内など。

高田高校仮設団地集会所

３月１５日（金）１０：００～１２：００ 横田中学校仮設団地（５－５号室）

３月１９日（火）　 ９：３０～１１：３０ 矢作小学校仮設団地談話室

３月１９日（火）１３：３０～１５：００ 米崎中学校仮設団地談話室

３月　８日（金）１０：００～１２：００ モビリアセンターハウス
開　催　日　時 開　催　場　所

米崎小学校仮設団地集会所

３月１２日（火）　 ９：３０～１１：３０

３月１２日（火）１３：３０～１５：００

介護保険

平成２５年１２月３１日まで延長します

被災者に対する介護保険サービス利用料の免除措置

免除証明書の発行

国民健康保険・後期高齢者医療保険

被災者に対する医療費免除措置
平成２５年１２月３１日まで延長します

被災者に対する介護保険サービス利用料の免除措置

被災者に対する医療費免除措置



⑬

　震災以降、毎月、三重県菰
こも

野
の

町
ちょう

から陸前高田市まで、往復２０００キロの道のりを車で通い続け、

市内の保育所・保育園の子どもたちに絵本を読んでいる、「ブックドクターしんちゃん」が、写真展

を行います。

　しんちゃんが絵本を読んでいるときの、子どもたちのステキな笑顔の写真展です。

　しんちゃんの読み聞かせならぬ、読みあそびライブもあります。ぜひ、お越しください。

▽日時　１日目…３月２３日（土）午後１時～午後５時

		  　　　　・写真展示およびビデオ上映

　　　　２日目…３月２４日（日）　午前１０時～午後４時

		  　　　　・写真展示およびビデオ上映

		  　　　　・しんちゃんの読みあそびライブ　 ①午前１０時３０分～

						      　　　　　　　②午後１時３０分～

	 　※自由に持ち帰りできる絵本も用意しております。

▽会場　市役所４号棟第６会議室

　詳しくは、ＮＰＯ法人ほがらか絵本畑　三浦（☎０５９ー３２９ー７７４６）または、社会福祉課児

童福祉係（内線２３５）まで。

陸前高田郵便局

【住所】

高田町字鳴石５０－２１

【電話】５５－２３３５

■平　日　９：００～１７：３０

■土曜日　９：００～１７：００

■日曜日・休日

　　　　　９：００～１７：００

３月１１日（月）

郵便局名など
変　更　内　容

変　更　前 変　更　後
変更実施日

■平　日　８：００～２１：００

■土曜日　９：００～１９：００

■日曜日・休日

　　　　　９：００～１９：００

竹駒郵便局

【住所】

竹駒町字滝の里２４－１２

【電話】５５－５４７５

■平　日　９：００～１７：３０

■土曜日　取り扱いなし

■日曜日・休日

　　　　　取り扱いなし

２月２０日（水）

■平　日　８：００～２１：００

■土曜日　９：００～１９：００

■日曜日・休日

　　　　　９：００～１９：００

　春先は空気が乾燥し、強い風が吹く日が多くなるなど、火災が発生しやすい気象条件となります。火

災を発生させないために、日ごろから家庭、地域、職場などにおいて火災予防を心がけましょう。

　また、これからの時季は農作業にともない、枯れ草焼きなどが多く行われます。枯れ草焼きをする場

合は、周囲に燃え広がらない対策をとるとともに、その場を離れないことが重要です。

　天候の変化に十分注意を図り、強風時および乾燥時は枯れ草焼きなどを行わないでください。

　アパートなどを含むすべての住宅には、住宅用火災警報器の設置が義務づけられています。 

　まだ設置していない家庭は、家族の生命・財産を守るためにも速やかな設置をお願いします。

　すでに設置している家庭では、月１回程度の試験や電池残量のチェックなど適切な管理をお願いしま

す。

　詳しくは、消防署（☎５４－２１１９）まで。

「希望の笑顔 写真展」のお知らせ

「ゆうちょＡＴＭ」取扱時間延長のお知らせ

なくそう火災！　守ろう命！

「消すまでは　出ない行かない　離れない」

◎住宅用火災警報器を設置しましょう

（平成２４年度全国統一防火標語）

「希望の笑顔 写真展」のお知らせ

「消すまでは　出ない行かない　離れない」



２０１３年（平成２５年）　３月１日号　⑭

information

お知らせコーナー

information

お知らせコーナーうすい　ねお
ちゃん

うすい　しいな
ちゃん

おのでら　のぞみ
ちゃん

３
歳
６
か
月
児
健
診
か
ら

◆
平
成
二
十
五
年
二
月
健
診
分
①

　

被
災
し
た
人
の
住
宅
再
建
を
支

援
す
る
た
め
、
住
宅
再
建
に
関
す

る
個
別
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時　

三
月
二
十
三
日
（
土
）、

二
十
四
日
（
日
）
午
前
十
時
～
午

後
四
時

▽
場
所　

リ
ア
ス
ホ
ー
ル

▽
内
容　

県
内
企
業
・
団
体
二
十

六
社
に
よ
る
最
新
の
住
宅
情
報
の

提
供
、
公
的
支
援
制
度
、
被
災
住

宅
ロ
ー
ン
な
ど
に
関
す
る
個
別
相

談
な
ど

　

詳
し
く
は
、
県
建
築
住
宅
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
１
９
ー
６
２
３
ー

４
４
１
４
）
ま
で
。

◎
い
わ
て
希
望
フ
ァ
ン
ド

【
①
起
業
・
新
事
業
活
動
支
援
事

業
】

▽
対
象　

創
業
・
起
業
す
る
者
、

中
小
企
業
な
ど

▽
条
件　

地
域
資
源
を
活
用
す
る

事
業

▽
助
成
限
度
額　

二
百
万
円

▽
助
成
率　

沿
岸
部
三
分
の
二
以

内【
②
中
心
市
街
地
活
性
化
支
援
事

業
】

▽
対
象　

小
売
・
サ
ー
ビ
ス
業
者
、

事
業
協
同
組
合
、
商
工
会
な
ど

▽
条
件　

商
店
街
の
活
性
化
、
革

新
的
、
戦
略
的
な
取
り
組
み
、
経

営
革
新
に
資
す
る
事
業

▽
助
成
限
度
額　

二
百
万
円

▽
助
成
率　

十
分
の
九
以
内

【
い
わ
て
農
商
工
連
携
フ
ァ
ン
ド

（
起
業
・
新
事
業
活
動
支
援
事
業
）】

▽
要
件　

中
小
企
業
者
と
農
林
漁

業
者
が
連
携
し
、
互
い
の
経
営
資

源
を
活
用
し
て
、
新
商
品
や
新
役

務
の
開
発
な
ど
を
行
う
こ
と
。

▽
助
成
限
度
額　

五
百
万
円

▽
助
成
率　

三
分
の
二
以
内

▽
助
成
対
象　

市
場
調
査
、
開
発

経
費
、
分
析
経
費
、
販
路
開
拓
、

研
修
費
な
ど

▽
事
業
実
施
期
間　

平
成
二
十
五

年
六
月
ご
ろ
～
二
十
六
年
五
月
ご

ろ
（
交
付
か
ら
一
年
間
）

▽
公
募
期
間　

三
月
十
一
日
（
月
）

～
四
月
八
日
（
月
）

　

詳
し
く
は
、
い
わ
て
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
９
ー
６
３
１

ー
３
８
２
４
）
ま
で
。

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平

成
二
十
五
年
度
か
ら
二
十
七
年
度

の
学
校
給
食
用
物
資
の
納
入
に
つ

い
て
、
安
定
的
に
良
質
な
食
材
と

地
場
で
生
産
さ
れ
る
安
全
な
食
材

を
提
供
す
る
納
入
業
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

▽
受
付
期
間　

三
月
十
二
日
（
火
）

ま
で

▽
提
出
書
類　

本
セ
ン
タ
ー
備
え

付
け
の
申
請
書
類
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
（
☎
５
５
ー
２
０
７
３
）
ま
で
。

　

市
は
、
学
費
の
支
出
が
困
難
な

学
生
に
、
就
学
資
金
を
無
利
子
で

貸
与
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格　

保
護
者
が
市
内
に

住
み
、
高
校
、
大
学
（
短
大
）、
専

門
学
校
、
ま
た
は
、
こ
れ
と
同
程

度
の
学
校
に
在
学
、
進
学
す
る
者

▽
貸
与
額　

高
校　

月
額
一
万
円
、

大
学
（
短
大
）
月
額
三
万
円

▽
申
請
期
間　

四
月
十
日
（
水
）

～
五
月
十
日
（
金
）

▽
申
請
手
続
き　

生
涯
学
習
課
備

え
付
け
の
申
請
書
に
、
必
要
事
項

を
記
入
し
、
前
在
学
学
校
長
な
ど

の
推
薦
を
受
け
て
、
生
涯
学
習
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
貸
与
期
間　

本
年
四
月
か
ら
正

規
修
業
年
限
の
終
期
ま
で

▽
返
済
期
間　

貸
与
終
了
の
六
カ

月
後
か
ら
十
年
以
内

　

詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
（
内

線
２
５
１
）
ま
で
。

　

中
国
瀋
陽
雑
技
団
で
は
、
友
好

公
演
に
大
船
渡
お
よ
び
陸
前
高
田

市
民
千
人
を
無
料
で
招
待
し
ま
す
。

▽
日
時　

五
月
四
日
（
土
）
午
後

二
時
開
演

▽
場
所　

リ
ア
ス
ホ
ー
ル

こばやし　やまと
ちゃん

こんの　あいる
ちゃん

ささの　あおな
ちゃん

こんの　けいた
ちゃん

すずき　みのり
ちゃん

む
し
歯
の
な
い
子

　
　
あ
つ
ま
れ
！

む
し
歯
の
な
い
子

　
　
あ
つ
ま
れ
！

む
し
歯
の
な
い
子

　
　
あ
つ
ま
れ
！

い
わ
て
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

住
ま
い
の
展
示
相
談
会

い
わ
て
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
か
ら

地
域
活
性
化
支
援
事
業
を
公
募

募
集
し
て
い
ま
す

学
校
給
食
用
の
物
資
納
入
業
者

向
学
心
の
あ
る
学
生
を
応
援
し
ま
す

奨
学
生
を
募
集

中
国
瀋
陽
雑
技
団
か
ら

友
好
公
演
開
催
の
お
知
ら
せ



⑮

◇出生（　）は字名・保護者・出生日

矢作　…

横田　…

竹駒　…

気仙　…

高田　…

米崎　…

小友　及　川　宝
ほう

　翔
しょう

（柳沢・誠・1/13）

　　　柴　田　　　香
かおり

（沢辺・伸太郎・2/13）

広田　小　西　湊
そう

太
た

郎
ろう

（谷地・将之・1/25）

　　　大和田　琥
こ

　々
こ

（山田・光也・2/1）

◇おくやみ（　）は字名・年齢・死亡日

矢作　佐　藤　長　七（飯森・88・1/16）

　　　鈴　木　ヤヱ子（三の戸・89・1/29）

　　　吉　田　静　雄（雪沢・76・1/31）

横田　佐々木　行　彦（釘の子・88・1/28）

　　　佐々木　サ　ヲ（金成・97・2/13）

竹駒　菅　野　　　勲（上壺・63・2/12）

気仙　菅　野　オキン（牧田・91・1/24）

高田　金　野　孝　男（中和野・79・1/17）

　　　河　野　富士也（鳴石・80・1/18）

　　　境　井　哲　也（東和野・72・1/20）

　　　臼　井　マンヨ（東和野・94・1/22）

　　　熊　谷　眞　平（中和野・62・1/27）

　　　畠　山　信　子（東和野・78・1/30）

　　　新　沼　　　茂（大石・76・2/4）

　　　遠　藤　三　郎（鳴石・85・2/10）

　　　佐　藤　雪　子（西和野・67・2/10）

　　　四ツ目　德　見（中和野・83・2/15）

米崎　村　上　保　二（糠塚沢・66・1/16）

　　　菅　野　八　助（松峰・76・1/16）

　　　高　橋　俊　雄（松峰・70・1/17）

小友　黄川田　　　啓（中西・81・1/20）

　　　戸　羽　　　勲（谷地館・73・1/29）

広田　…

慶  弔（届出日：１/１６～２/１５）

▽
応
募
方
法　

次
の
事
項
に
留
意

し
、
必
ず
往
復
は
が
き
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

・
応
募
は
一
人
一
通
（
二
人
ま
で
）

の
み
で
、
三
歳
以
上
中
学
生
以
下

の
子
ど
も
は
保
護
者
と
同
伴
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
三
歳
未
満

の
乳
幼
児
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
）

・
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
、
抽
選
結
果
は
四
月
中
旬
に
復

信
は
が
き
で
通
知
す
る
予
定
で

す
。
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
に
は

対
応
で
き
か
ね
ま
す
。

▽
往
復
は
が
き
記
入
事
項　

・
往
信
（
表
）　

〒
９
８
０
ー

０
０
１
４　

仙
台
市
青
葉
区
本
町

２
ー
１
９
ー
１
０　

民
音
東
北
セ

ン
タ
ー
「
中
国
瀋
陽
雑
技
団
友
好

公
演
」
招
待
係

・
往
信
（
裏
）　

氏
名
、
フ
リ
ガ
ナ
、

年
齢
（
二
人
と
も
）

・
復
信
（
表
）　

代
表
者
の
住
所
と

氏
名
（
建
物
名
と
「
様
」
も
記
入
）

・
復
信
（
裏
）　

何
も
記
入
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
民
音
東
北
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
２
２
ー
２
２
２
ー

１
３
７
１
）
ま
で
。

　

セ
ー
ブ
・
ザ
・
チ
ル
ド
レ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が

復
興
に
向
け
て
話
し
合
い
を
行
う

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
・
場
所

・
一
回
目　

三
月
二
十
四
日
（
日
）

午
前
九
時
～
午
後
五
時
・
あ
え
り

あ
遠
野

・
二
回
目　

四
月
二
日
（
火
）
午

後
一
時
三
十
分
～
五
時
三
十
分
・

市
役
所

※
い
ず
れ
か
一
日
の
み
の
参
加
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

▽
内
容

・
一
回
目　

陸
前
高
田
に
つ
い
て

の
話
し
合
い
、
ミ
サ
ン
ガ
づ
く
り

・
二
回
目　

市
長
・
副
市
長
と
の

意
見
交
換

▽
対
象
・
人
数　

小
学
五
年
生
～

中
学
三
年
生
三
十
人

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
込
方
法　

三
月
十
四
日

（
木
）
ま
で
に
遠
野
事
務
所
田

邊
（
☎
０
８
０
ー
２
５
５
１
ー

５
３
１
７
）
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

　

こ
の
た
び
、
立
教
大
学
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
福
祉
学
部
の
協
力
に
よ

り
、
保
育
所
の
修
了
文
集
の
復
刻

版
が
発
行
さ
れ
ま
す
。
発
行
年
度
、

申
込
先
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
高
田
保
育
所　

Ｈ
４
、
８
～
21

　

東
日
本
大
震
災
で
犠
牲
と

な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
す
る
た
め
、
三
月

十
一
日
（
月
）
午
後
二
時

四
十
六
分
か
ら
黙
と
う
を
行

い
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
に
よ
り
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
場
所
で
黙
と
う
を
お
願

い
し
ま
す
。

（
☎
５
４
ー
３
１
５
７
）

・
長
部
保
育
所　

Ｈ
４
～
22(

Ｈ

20
除
く)

、
今
泉
保
育
所　

「
今

泉
保
育
所
の
歩
み
」（
☎
５
５
ー

３
０
３
１
）

・
小
友
保
育
所　

Ｈ
３
～
22
（
☎

５
６
ー
２
８
０
０
）

※
今
泉
地
区
に
在
住
し
て
い
た
人

に
は
、
仮
設
住
宅
を
通
じ
て
配
布

し
ま
す
。
市
外
在
住
で
希
望
す
る

人
は
気
仙
コ
ミ
セ
ン
事
務
局
中
村

さ
ん
（
☎
０
９
０
ー
７
０
７
１
ー

６
０
１
４
）
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
日
時　

三
月
十
三
日
（
水
）
午

後
七
時
～
八
時
三
十
分
（
午
後
六

時
受
付
開
始
）

▽
場
所　

陸
前
高
田
ま
ち
づ
く
り

協
働
セ
ン
タ
ー
（
高
田
大
隅
つ
ど

い
の
丘
商
店
街
内
）

▽
定
員　

十
八
歳
か
ら
四
十
歳
の

男
女
二
十
人

▽
参
加
費　

五
百
円

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

同
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
７
ー
４
７
７
６
）

３
月
11
日
に

黙
と
う
を
行
い
ま
す

小
中
学
生
集
ま
れ
！

進
め
！
高
田
っ
子
！
ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
☆

無
料
で
配
布
し
ま
す

保
育
所
修
了
文
集
を
復
刻

市
長
に
聞
き
た
い
！

私
達
が
思
う
陸
前
高
田
！
参
加
者
募
集



数字で見る陸前高田市

２０１３年（平成２５年）　３月１日号　⑯

市内の火災救急活動（１月）
（　）は 1 月からの累計

市の人口（１月３１日現在）
◎住民登録人口（　）内は前月比

市内の交通事故（１月）
大船渡警察署調べ。（　）は１月からの累計

◆人身事故
◆物損事故
◆負 傷 者
◆死 亡 者
◆飲酒運転

男
女
計

世帯数

◆建　　物

◆林野・その他

◆出動件数

◆搬送人員

１１件
８１件
１８人
０人
０人

９，９５４人
１０，７５６人
２０，７１０人

７，４８１世帯

０件

０件

８１人

８６人

（１１件）
（８１件）
（１８人）
（  ０人）
（  ０人）

（－１０）
（ ＋ ２）
（ － ８）

（ ＋ １）

（  ０件）

（  ０件）

（８１件 ）

（８６人 ）
※前年同月との比較（－３１１）
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震
災
当
時
は
、
職
場
の
テ
レ
ビ
で
津

波
の
よ
う
す
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

名
古
屋
市
と
し
て
、
発
災
直
後
か
ら
先

遣
隊
が
被
災
地
に
入
り
、
状
況
を
確
認

す
る
中
で
、
陸
前
高
田
市
の
惨
状
を
目

の
当
た
り
に
し
、
被
害
の
深
刻
さ
が
本

庁
に
伝
わ
り
、そ
れ
が
名
古
屋
市
の
「
丸

ご
と
支
援
」
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
三
月
、
陸
前
高
田
市
へ
の
派
遣

が
決
ま
り
、
す
で
に
派
遣
さ
れ
て
い
た

名
古
屋
市
の
職
員
か
ら
現
地
の
よ
う

す
を
聞
き
、
四
月
か
ら
の
派
遣
に
備
え

ま
し
た
。
実
際
に
こ
ち
ら
に
来
て
み
る

と
、
あ
ま
り
に
も
広
大
な
範
囲
が
被
災

し
て
お
り
、
テ
レ
ビ
で
見
る
も
の
と
実

際
の
光
景
は
全
く
違
う
も
の
で
し
た
。

　

本
市
で
は
企
画
部
門
に
配
属
さ
れ
、

交
通
対
策
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
担

当
す
る
と
い
う
こ
と
に
、
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
を
感
じ
ま
し
た
が
、「
少
し
で
も
お

役
に
立
ち
た
い
」
と
い
う
思
い
と
、
現

場
の
職
員
や
交
通
事
業
者
の
協
力
に

よ
っ
て
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ
や
デ
マ
ン
ド
交
通
の

運
行
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
初
め
は
、
土
地
勘
を
養
う
こ
と

に
苦
労
し
た
の
と
、
ケ
セ
ン
語
独
特
の

な
ま
り
に
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、

い
ろ
い
ろ
な
問
い
合
わ
せ
に
対
応
し

て
い
く
中
で
、
徐
々
に
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

復
興
に
は
、
長
い
時
間
が
か
か
る
と

思
い
ま
す
が
、
徐
々
に
被
災
地
の
報
道

が
少
な
く
な
っ
て
き
た
と
実
感
し
て

い
ま
す
の
で
、
名
古
屋
に
戻
っ
て
も
、

陸
前
高
田
市
の
復
興
に
つ
な
が
る
よ

う
な
支
援
や
情
報
発
信
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

派
遣
職
員
紹
介
⑰

稲
　
田

　
利

　
徳 

さ
ん

企
画
政
策
課　

主
任
主
事

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】　

稲
田　

利
徳　

（
い
な
だ　

と
し
の
り
）

　

愛
知
県
名
古
屋
市
出
身
。
高
校
を
卒
業
後
、
名
古
屋
市
役
所
に
入
庁
し
昭
和
区
役
所
に
配
属
さ
れ
る
。

税
金
の
滞
納
整
理
を
担
当
し
な
が
ら
、
夜
間
の
工
業
大
学
で
情
報
工
学
を
専
攻
。
大
学
を
卒
業
後
、
国

民
健
康
保
険
シ
ス
テ
ム
の
保
守
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
携
わ
る
。
企
画
課
で
は
、
モ
ノ
づ
く

り
文
化
交
流
拠
点
構
想
や
庶
務
な
ど
に
尽
力
。
昨
年
四
月
、
本
市
に
派
遣
と
な
り
、
企
画
政
策
課
に
配

属
さ
れ
、
バ
ス
対
策
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ
や
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
な
ど
を
担
当
。
市
民
の
足
を
確
保
す
る
た

め
日
夜
奔
走
し
て
い
る
。


